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磁気的、光学的に捕獲された極低温原子気体では、フェッシュバッハ共鳴と呼ばれる現象を利用す
ることで粒子間相互作用を自在に制御することができる。
この画期的な性質を最大限活かして実現されたのがフェルミ原子ガス超流動であり、そこではクー
パー対形成に必要な引力相互作用を制御する ことで、金属超伝導で議論されている弱結合ＢＣＳ状態
から、強く結合した分子のボーズ凝縮へと連続的に移行する現象（ＢＣＳ－ＢＥＣクロスオーバー）
が観測されている。
本講演では、この発展著しいフェルミ原子ガス超流動におけるフェシュバッハ共鳴機構やＢＣＳ－Ｂ
ＥＣクロスオーバー現象について平易に解説、更に、クロスオーバー領域における超流動物性につい
ても議論する。
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